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近年、光波領域のメタ表面として、V 字型のアンテナ構造の内角の角度を変化させることで、

共鳴条件を制御し、透過や反射する電磁波の位相を空間的に制御する方法が提案された[1]。この

方法はテラヘルツ(THz)帯でも応用可能で既に位相板やレンズといった応用が提案されている[2]。

一方でカットワイヤペア構造など人工的に設計した構造が THz帯、光波帯で共鳴を起こし、それ

らの構造パラメータを変化させることでも共鳴条件を変調できることはよく知られている。 

メタマテリアルを設計するうえで、計算や作製の容易さから周期構造を取りいれる場合が多く

ある。２つの２次元周期構造が、その周期や方向が微小にずれて重なり干渉するとき、モアレと

呼ばれるパターンを生じる。周期構造を作る単位胞が近接することで共振器を形成するとき、こ

の微小なずれが局所的な構造パラメータの違いを生み、マクロには空間的に分布したように見え

うる。本研究では、モアレを用いることで、位相変化といった光学応答の空間分布をもったメタ

表面を容易に実現することを目的とし、その原理的な検証を行う。 

原理検証のため、周期構造として図(左)のような金属パターンが厚さ 0.1 mmのガラスエポキシ

基板上に配列した市販のプリント基板(サンハヤト製)を用い、応答を調べる周波数帯はサブ THz

帯とした。プリント基板を 2枚用意しおよそ 3度傾けて重ね合わせると図(中央)のような周期の大

きな構造がモアレとして観測できる。金属構造同士が直上で重なった部分(図中赤丸内)について、

透過スペクトルを THz 時間領域分光法(THz-TDS)により測定した。さらに矢印方向に照射領域を

移動させ位相変化を調べた。0.33 THzに現れた共鳴付近の位相の空間依存性を図(右)に示す。周期

的に位相が変化している様子が見て取れる。このことは、透過位相の空間変調を示している。当

日は、電磁場シミュレーションによる数値的な解析も含め応用の可能性についても議論する。 

図 (左)プリント基板のパターン。(中央)２枚ずらして重ねた場合のモアレ。(右)空間位相分布 
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